



























About the Role that the University should play for the Scientiﬁc literacy Promotion 
that is a Modern Problem








  It has been said for a long time that the academic science ability has fallen, not only at the elementary 
schools but also at the high schools as a present day subject. However, the actual situation is that 
teachers have become busier with their everyday class work and with educational reform than have 
been with making efforts in having the pupils getting interested in science.
  Fundamentally, children are fond of observing experiments and making things by themselves, 
and they are eagerly awaiting a chance to get to work. In this research we showed that Hokuriku 
Gakuin University should have the role of developing children’s scientiﬁc literacy and of proposing 
educational trials and topics.

































































































































2008.  5. 17  実施
北陸学院扇が丘幼稚園自由登園日　
2008. 6. 21  実施
北陸学院第一幼稚園自由登園日　









































































































































































た。（2008.  6. 23）

























富山県立伏木高等学校　2008.  4. 21実施
富山県立石動高等学校　2008.  5.  2実施　
石川県立飯田高等学校　2008.  6.  3実施
オープンキャンパス模擬授業　2008.  8.  2
オープンキャンパス模擬授業　2008.  8. 23
北陸学院高等学校　2008.  8. 30実施
石川県立津幡高等学校　2008.
石川県立輪島高等学校　2008. 10. 24実施







































































































































北陸学院小学校保護者会　2008.  6. 17


































































































































































































































　2008.  9. 25





5 年 J 教諭　流れる水の働き
6年 F教諭　大地のつくりと変化
6年 B教諭　大地のつくりと変化
　　　　　　　　　　　　　　　3）4）
金沢市立西南部小学校
　2008. 10. 20
6 年Т教諭　大地のつくりと働き
　2008. 11. 11
4 年Ｂ教諭　もののあたたまり方
5 年Ｙ教諭　てこの働き
理科の学力向上を目指すには、児童の興味関心
を喚起することが一番である。その視点から、既
習や生活経験を生かし、問題解決の能力を伸ばす
指導を心がけてきた。
比較し。関係付け、原因と結果を結びつけ、推
論して自分たちで問題解決する喜びを見つけさせ
る配慮をしてきた。
その成果としては、
① 理科を得意としていない先生方の中に、興味
を持って教材作りに励む先生が出てきたこ
と。
② 子どもたちの中に、自ら問題を見つけ、解決
しようとする姿が生まれてきたこと
である。
また、課題としては、
①児童の意識にそう困難さである。高学年になる
ほど、複雑な考え方をするときがある。こんな場
合のうまく交通整理をしながら結論に持っていく
ことは至難なことである。
仮説 4　他の諸団体との連携の中で、科学的リテ
ラシーを育成し、向上させることができるのでは
ないか。
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今日的な課題である科学的リテラシー育成のために大学が果たすべき役割について
このことの検証には、筆者の前任の金沢子ども
科学財団の協力をいただいた。
具体的には、本学学生を財団運営の金沢広さか
子ども科学スタジオに派遣することである。
またいま一つは北陸学院サテライト館を活用す
ることである。
具体的活動
毎週土曜日に実施されている広坂科学スタジオ
は県下の小中高の理科に堪能な先生方が、子ども
たちの指導に関わっていただいている事業である
サテライト館では 11月 26日に「親子おもしろ
サイエンスで遊ぼう」という事業を実施した。
成果と課題
① この成果は、参加した学生がいろいろなおも
しろ実験を経験できたことである。日替わり
でこられる先生方の得意な実験を吸収できた
こと
② 科学スタジオからもスタッフとして認めてい
ただいたこと
である。　課題としては、
① 継続参加の学生が少なかったことがあげられ
る。良い機会であったが、継続して参加する
ことが望ましい。
仮説 5　子ども　保護者　教師　地域が有機的に
つながり、子どもたちや学生に働き掛けていけば、
科学的リテラシーの育成向上につながるシステム
が構築できるのではないか
　
本稿で述べてきた仮説 1から 4・5について具
体的な成果として以下のことが挙げられる。
① 本学で週日昼食時に開催しているエコおもし
ろ科学実験教室に参加する児童の数が一日 1
名から 1日当たり 40名を超えてきているこ
と
② 参加児童の学年の幅が着実に広がっているこ
と（小 1から中学生まで）
③ 本学の将来教師を目指す学生の参加者が着実
に増えていること（幼保小）
④ 幼、保、小の現場からの派遣の要請を受け入
れられるようになってきたこと
⑤ 保護者の中から化学実験教室への参加を勧
め、応援してくれる方々がでてきたこと。
課題として挙げられることは
① 科学的リテラシーの育成・深まりには、継続
的な指導が不可欠であるが、時間的制約から
それが困難なこと。
② また科学的リテラシーの育成には子どもを取
り巻く環境づくりが必要であるが不十分であ
ったこと
である。
まとめ
本稿では、日本の子どもたちの科学的リテラシ
ーの向上を目指すための視点を示し、またその視
点での試行的な取り組みについて述べてきた。そ
の結果子どもを取り巻く環境づくりをすれば、確
実に子どもたちの興味関心は高まるし、科学的リ
テラシーの向上が期待できることが明確になって
きた。
今後は、それぞれが確実にその役割を果たす努
力が必要となる。そのためには、それぞれの役割
を明確にし、有機的につながりながら取り組んで
いくことが大切である。その理論的中核を担うの
が大学であり、そのための人材育成が大学に課せ
られたつとめである。
本研究は緒についたばかりである。今後更に課
題の解決に向け努めたい。
＜引用・参考文献＞
1）文部科学省「小学校理科・中学校理科・高等学校理
科指導資料」
＜http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku/
siryo/05071301/001.pdf＞（2008/12/15アクセス）
2）左巻健男 , 内村浩編著『おもしろ実験・ものづくり完
全マニュアル』東京書籍　2002
3）日本理科教育学会編『理科の教育』東洋館出版社　
2008年 9,10,11月号
4）石川県理科協会編 『理科の学習　3年』2004　p25-29
石川県理科協会編 『理科の学習　4年』2004　p38-43
石川県理科協会編 『理科の学習　5年』2004　p40-47
石川県理科協会編 『理科の学習　6年』2004　p44-55
5）松村浩一著『「いないいないばぁ」で遊ぼう』『Rikatan：
理科の探検』星の環会　 第２巻１号（2008.1）p20-21
6）NGKサイエンスサイト「2003年 6月号／曲面の鏡で
鑑賞する絵」
＜ http://www.ngk.co.jp/site/no70/content.htm＞　
（2008/12/15アクセス）
97
